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長波帯にふ、ける空電強度測定(第3報)

鎌田哲夫 中島 淳熊谷玉枝

1.まえがき

報告(Il)(空研報，第4巻，第2号・)において， 1953 

年 1月-11月の観測結果に基づいて空電強度の日変

化，季節変化について述べたが，本文では更に 1954

年6月迄の観測記録を加え，前報告で不手際な点を訂

正すると共に，空fIt強度レベルと気象要紫との関係，

太陽雑音強度との関係等について調査した結果を報告

する・1酋，自記式空電方{立測定機の記録を用いて笠

宮源の位置の決定が出来た伊jを示し， 1∞0粁以内に
Stormの中心がある場合の様相について検討を加え

た結果もあわせて報告する.

11.空電強度の月変化
笠竜の積分レベルを電界強度に換算して，g，g電の夜

間及び昼間の月平均の空電強度を求めるにあたっては

静際日を選び，旦日出没時のレベルの変動時を除いて

集計して，その平均から決定した.この結果を第1図

に示した.この図から明らかなように， 空電強度は前

報告でもふれたように1年を通じて夫身二つの極大と

極小を示すものといえるよ うである・!!fJち第 1の屋大

は2.3月附近に，第2のものは7，8月附近にあり，

叉第1の極小は5月に， 第2の極小は12月附近に存

するようである.

第 1の極大に関しては，この季節lま溜術性低気圧が

大陸から移動する時期であり沿海升|や環日本で屡也管

活動力:観測されるから本邦における月平均の強度が上

るものと見るべきであろう .叉第2の極大に関しては

前報告でもふれた如く木邦各地の宮活動が盛んになる

のと北半球が夏になるため極東全般の雷活動期でるる

ためとによる.

短小に関しては，第2のものに付いては，北半球が

冬期になり，極東地区は全般的に脅活動車:殆どない時

期であるため.空電強度は弱まると考えられるが，第

1のものに関しては，唯単に曾沼野Jのみでは説明しき

れない.一応穏季により夏季への伝換期にあたるの

で，南方におL、ても夏型の安定した気圧配置へ務付〈

古Ijのi待季ではあり ，極東天気図に示された雷雨，不述

綜~寝等一応空電波として考えら るものを月別に集計し

て見ると，雷活動も割合少いらしい傾向が説われない

でもないが，このことだけ・ではこの現象の説明として

は明らかに不充分である.従って当然伝痛に関係する

ものと考えて電難問の状熊を考慮する必要があろう.

今これを推定する手段として， (昼の平均空電強度)

ー:ー(夜の平均空電強度)なる比を求めて月別に図示して

見ると第2図の如くになる.ここに求めた比の値は次

に述べるようなことを意味していると考えられよう.

即ち，月毎に地主主上に或る平均した強度で空電が発生

第1図 MonthlyVariation of Atmosp 

• 

~ 7¥，!fj、。パ，!lぷ
r-¥f v-v ム

" ¥/ 
， 2 3 .. s' ・'1'.'."(:1.123 ~S'， "S'J 1154 -一→ 1100也



41 

第2図比強度図
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しており，夜間は殆ど減哀をうけることなく受信点に

到達しているものが，昼間は電離層(主として D領

域)の段収をうけて減衰される.従って両者の強度の

平均の比は，電波の比獄表皮に比例した盆を示すだろ

うということである・表し上記の仮定が正しいとすれ

ば，第2図は電離層の状態を示すものと考えられよ

う.この図によっても明らかなよろに5月は昼間の滋

哀が特に若るしいことが覗われる.従って 5月におけ

る強度の極小はかかる電離層の状態に支配されている

と考えられるのではなかろうかと見ている・この月F付

近で伝揮W~滋が惑〈なるような傾向は，本邦における

電離層の観測においてもあらわれるらしいことを関い

たので， 上述の如き考え方が全〈間違った方向でなさ

そうだと思っている.

次に作年に比して本年の平均強度が侭下している

ことが判る・この傾向を明示するために27KCの強

度について各月の昼夜の平均強度を示し，更に当所の

太陽雑音観測結果並びに気圧変化を示したものを第3

図に図示した・現在までに発表された報告によると，

一般に太陽活動が静かな年は， 電離層による電波の

政収が減少し従って空電強度は高〈なるといわれてい

る.しかるに当所の観測によると強度ば厳少している

のでこの点について調べて見た.

先ず考えねばならないのは測定機の増幅度の低下で

第3図 MonthlyAverage of Atmospheric Intensity (at 27 KC)， 

Solar Noise， Atmospheric Pressure and Temperature. 
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あるがE妻、較正をした結果殆ど一定と考えてよい程度

で，測定の誤宣言を考えても高々 2db程度の差違を考

えれば充分だと思われ，従ってこの点は問題がないも

のと思う.

そうすると，問題は現在迄の学説に対する疑問と雷

活動状況の低下の執れかということになる.扱，第2

図の比強度の図を見ると本年は昨年の同月に比してそ

の値がやや大きくなっており，明らかに昼間の減衰度

が絞ったことが覗われる.このことは上述した学説を

裏付けるものと思われるから，強度の低下は全般的な

雷活動度の低下と考えるのが最も妥当な解釈だと思わ

れる.従って第3図に見られるように空電強度の半年

平均と太陽雑音の半年平均は逆相関係にならなかった

のであろう.

次に気象要素の内，気圧変化，温度変化と強度の

月変化との凋係を見ると，第3図に示されたよ号に平

均気圧の変化と平均空電強度の変化は逆相関係になっ

ている.このことは朝倉氏が報告された結果と完全に

一致している.しかし平均気温変化と強度の変化との

聞にはあまりはっきりした関係が見出されない.空電

強度が気象要素のろち特に気圧の変化と密主妥な関係が

あることは，常識的には考えられることではあるが一

応はっきりと盆的に示されたわけで面白い結果だと恩

ト何分データーが少ないのでー決定的な事が判明しな

いのは遺憾であるが少しずつ究明してゆくつもりであ

る.

第1図で見られる周波数の違いによる強度差は，電

世宣伝播の性質上当然あらわれるべきものであるが，こ

れ等の曲線が平行しないのは測定の際同時に記録する

ことが現在の装置では出来ないので.3臼おきに周波

数を切換えて測定した結果を集計したために生じたも

のであろう.従って本年度は中間周波以後を増設して

三つの周波数に対して同時刻観測が出来るようにし，

9月からは観測に入れるようにする予定である.

111.雷雨地域の決定の例

受信点から 1000粁以内に Stormの中心が存在する

時は空電の平均レペルが上昇することはすでに報告し

たが.今回は自言己式空霞方位測定機の記録を用いて大

体の雷活動地きまが決定しうる例を示し?の、と思う.こ

こに用いるのは今年5月12日の記録である.第4図

及び第5図(a)(b)にこの日の両者の記録を，叉第6図

に観測地を中心として 1000粁迄の地図及び簡略な天

気図を示した.

第5図(a)によってわかるようにこの日は定常性の

第 4図
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第5図(b) 300-60。迄の時間に
対する空電受信数
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空電も弱<.強度も午前中はレペルヵ:低か司たのであ

るが.13時半過ぎから北より 300-60。にかけて強い

移動性空軍を記録している.強度の方も第4図に見ら

れるよ号にこの時刻より増加をはじめている・この日

の天気図によると豊川を中心として 1000粁以内では
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第6図 5月12日の空電源
(但し 1∞Okm以内)

北海道の西に中心を有する低気圧及び中心から南にの

びる不連鯵自僚が本州の西岸を遜っている以外は空電源

となりそうな不安定援はなかったようである.この不

連続函は津軽海峡附近にオグルージョ y .ポイy トを

形成しており，低気圧の東進につれて移動している.

このオクルーヅョ y.ポイ Y ト及びここから低気圧の
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中心までの地域は気象学的にも不安定度が高〈発音し

やすいことが知られている.従って方位記録上にあら

われた空電はこの低気圧の移動による発震と恩われる

のである.叉第4図の強度図を見ると 161時20分境，

一時活動が衰えたらじ〈強度が低下しているが再び上

昇し 18時05分で減少し 18時30分迄その状態が続い

ておりその後再び上昇してそのまま夜のレベルへと逮

している・この月では苦手段な臼は19時をすぎてから

始めて強度の上昇が始まるのが普通である.従って

18時05分から 30分迄の路、一定したレベルの獄衰を

雷雨地域と受信点の聞を日没線が通過する聞のi獄表で

あると考えると関東以西は晴れていたので両者の記録

から第6図の斜線でかこんだ区撲が空電波として考え

ることが出来そうに，思われる.かかる例は屡、見出さ

れるのであうて，両者の記録を用いることにより，大

体の Stormcenterの位置を決定することが出来る場

合もあるといえよろ.
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